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町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
・

（
道
徳
教
育
）
に
つ
い
て
問
う
。

道
徳
教
育
の
原
点
は
、
親

孝
行
。
親
の
無
償
の
愛
に
支

え
ら
れ
て
い
る
事
に
感
謝
し
、

相
手
の
事
を
思
い
や
る
事
、

命
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
文

集
・
エ
ッ
セ
イ
集
を
作
成
し

て
は
ど
う
か
。

町　

長
人
づ
く
り
・
道
徳
教
育
の

原
点
は
、
道
徳
の
実
行
・
親

孝
行
に
あ
る
と
思
う
。
豊
か

な
心
を
育
む
事
。
学
校
の
学

習
現
場
で
、
親
へ
の
感
謝
、

共
に
良
く
生
き
る
命
の
大
切

さ
を
養
う
道
徳
心
の
学
習
体

験
を
積
ん
で
、
各
関
係
課
・

校
長
会
・
教
育
委
員
会
に
於

い
て
充
分
検
討
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

一　般　質　問

町
づ
く
り
に
つ
い
て

ふ
れ
愛
の
家
に
つ
い
て

町政運営の
　理念と信条を問う

岡
崎
町
長
は
、
池
田
町

に
生
ま
れ
て
69
年
、
池
田

町
政
に
関
わ
っ
て
50
年
、

町
長
と
し
て
4
期
目
を
迎

え
、
池
田
町
政
運
営
に
当

た
り
、
理
念
と
信
条
を
問

う
。町　

長
町
政
経
営
は
、
会
社
経

営
と
同
じ
、
住
民
の
皆
様

の
お
支
え
の
お
陰
で
お
助

け
を
頂
い
て
い
る
事
に
感

謝
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

初
心
に
帰
り
な
が
ら
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線

に
な
っ
て
、
誠
実
、
努
力

を
続
け
、
一
生
懸
命
汗
を

か
く
事
が
大
事
と
思
っ
て

い
る
。

久保田  美洋　議員

ふ
れ
愛
の
家
の
定
員
増
・

通
所
希
望
者
の
対
応
に
つ
い

て
問
う
。
ふ
れ
愛
の
家
に
は
、

多
く
の
障
が
い
を
持
つ
方
が

い
る
。
平
成
29
年
度
の
ふ
れ

愛
の
家
の
通
所
希
望
者
増
が

予
測
さ
れ
る
中
、
①
定
数
増

の
検
討　

②
部
屋
の
増
設　

③
職
員
増
に
つ
い
て
対
応
検

討
を
願
う
。

町　

長
ふ
れ
愛
の
家
事
業
は
、
社

会
福
祉
法
人
池
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
で
、
3
件

の
内
容
は
、
障
が
い
者
団
体

関
係
者
と
、
利
用
者
団
体
と

意
見
調
整
中
の
た
め
、
し
ば

ら
く
見
守
り
を
お
願
い
し
た

い
。

揖斐川町・大野町・池田町議会議員研修会  （7月14日）

　西濃環境保全センターで揖斐郡三町議会議員研修会が開催されました。
　西濃環境整備組合事務局参事 広田重夫氏より、西濃環境保全センターの焼却施設（特にガ
ス化高温溶融炉）と今年 3 月に完成し搬入を始めた一般廃棄物最終処分場について説明を受
け、最終処分場施設の見学及
び質疑応答をしました。
　ガス化高温溶融炉では、可
燃ごみを燃やすのではなく、
高温で有機物を分解（ガス化）
し、金属・セトモノ等は溶融
物として取り出され、再資源
化がはかられます。 施設配置図

溶融飛灰の上で説明を受ける。


